
う
ぞ
市
民
白
抽
出
さ
ん
の
む
一
協
力
を
お
駿
終
日
、
会
話
車
両
運
行
禁
止
と
な
り
、
印
刷
烈
利
回
十
為
様
渓

い

し

ま

す

@

と

の

周

辺

地

域

〈

閣

官

埠

}

ご

辺

守

想

以

開

会

用

事

長

涜

選

字

樟

荷
か
ら
中
血
〈
通
り
ま
で
と
、
同
鉄
東
海
州
大
会
は
、
芸
バ
五
日

鴻
問
符
m
M
U

議

か

ら

君

主

り

ぬ

ま

れ

た

池

山

川

円

京

事

館

書

わ

邸
側
紛
糾
蜘
山
川
、
内
道
、
何
日
正
か
ら
斗

J

い

工

時

川

内

全

巾

山

広

三

雨
脚

1
1
U協

山

ま

で

は

卓

吋

品

正

行

禁

止
C
J
」
り
ま
す
J。
附
'
、
問
調
一
ず
が
止
命
加
、
問
問

蕗

議

選

議

ま

た

、

こ

む

ほ

か

に

も

駐

車

禁

止

等

乙

削

除

東

代

表

で

返

し

た

欝

」

一

戸

一

お

じ

ま

か

い

規

制

が

実

施

容

れ

ま

す

の

で

、

州

北

室

長

(

の

事

関

特

認

ぺ

磁

路

湾

で

き

る

だ

け

マ

イ

カ

ー

で

の

見

物

は

議

開

;

三

六

段

は

、

九

州

問
警
護
法
γ

総

炉

ド

ト

糊

幽

し

¥

与

な

し

い

シ

考

え

ま

す

が

、

や

む

な

州

代

表

二

宮

和

弘

五

段

欝

嶋

一

五

〈

自

問

車

で

お

出

か

け

の

際

は

丹

護

側

〈

襲

撃

権

無

差

が

記

長

語

、

藤

野

動

量

警

に

十

分

色

注

意

く

だ

さ

い

。

側

裂

譲

意

義

豪

語

作

戦

友

判

定

鯵

ち

に

も

ち

と

ん

溺明日

W
め
捕
縦
十
引
な
お
泊
中
境
駅
前
出
混
雑
緩
和
白
た
め
山
川
勝
戦
で
岡
山
り
1

見
事
だ
。
寝
技
は
抜
群
と
い
わ
れ
、
主
支
的

U

忍

翻
島
翁
翻

v
/
開
綿
パ
ス
の
う
ち
、
厚
木
、
伊
襲
、
州
議
、
柔
道
円
本
一
の
栄
涯
を
揮
得
し
足
、
差
し
、
大
内
刈
大
外
刈
が
露

間
醐
一
一
品
勧
月
五
語
方
面
宣
言
車
場
者
報
護
似
た
。
作
墜
さ
ん
は
四
十
日
い
ら
い
八
四
出
と
い
う
。
『
俊
贈
を
湿
っ
と
内
心
試
合
が

l

i

t

a

-

-

的

総

械

滋

民

間

が

「

ハ

エ

i
!
の
霊
理
一
止
制
喝
三
国
ほ
ど
コ
認
さ
港
会
情
黙
と
わ
い
。
試
合
に
出
る
ゑ
常
に
田
宮
T

議

議

事

件

か

ら

午

控

十

一

時

宅

、

軍

一

号

制

八

冊

目

に

宗

一

号

車

魚

た

し

た

戸

、

る

。

相

JE樺
で
し
ょ
5
0
し
か
し
、

寝
鋪
盟

d

錦
最
前
交
法
点
虫
記
回
り
に
変
り
ま
す
側
既
に
単
一
挙
重
量
殺
に
一
層
管
試
合
が
な
ザ
れ
悲
喜
り
が
な
い
。
勝

礎

物

混

一

轄

の

で

、

む

承

認

さ

ミ

だ

さ

い

。

酬

で

お

夕

、

あ

と

は

オ
y
yピ
ッ
ク
つ

l
i
z
d
ち
た
い
と
い
う
雲
市
議
禁
勝

以
ね
開
城
山
4

4

間
八
時
W

メ
ダ
ル
を
お
っ
戸
山
り
と
な
っ
…
'
…
利
者
向
ヲ
え
て
く
れ
た
と
思
5
0
品

物

繊

絢

湯

川

叫

松

波

慶

子

も

参

郊

矧

o

話

ん

務

総

欝

接

間
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J

P

戸
高
が
悪
か
っ
た
白
系
暴
手

磁

間

協

主

主

り

を

一

溺

盛

D
上
げ
竹
師
側
佐
藤
宮
ん
は
六
年
前
か
ら
芸
…
航
さ
“
ね
』
と
嚢
長
う
。

初

縦

約

脳

級

旦

拾

を

苦

凡

る

さ

ス

七

夕

一

H
q
〆
叩
酬
に
居
住
、
一
…
護
大
学
一
匹
悲
劇
の
勤
…
媛
、
十
羽
博
報
堂
は
一
一
一
軍
一
一
で
や
め
、
同
時
間

;
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zM伎
の
日
高
ゆ
り
Ffん
と
ら
辰
昭
/
腕
教
授
で
鵠
館
の
出
身
。
父
殺
も
体
"
で
時
門
的
叩
の
猪
時
七
日
肢
の
す
す
め
玄
一
再
癌
式

子
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
主
主
鵬
胃
ハ
続
上
〉
の
議
で
、
民
人
兄
…
日
明

i
…
学
助
教
掌
動
向
九
十
語
部

の
伝
統
あ
義
彦
ま
つ
り
雲
寺
今
年
白
人
出
は
、
昨
年
目
ζ
じ
ど
も
あ
は
ゲ
ス
ト

Eて
、
第
二
士
一
砲
の
ミ
側
哲
一
一
男

D

重

室

長

三

回

)

担

役

室

μ

員
百
指
環
に
埠
念
、
週
二
日
は
議

去
の
も
の
と
す
る
た
め
、
主
ぞ
っ
て
予
想
し
か
ね
て
い
ま
す
だ
一
一
百
五
芝
昔
、
以
後
人
華
奈
と
酬
も
霊
大
札
幌
校
舎
の
護
軍
…
持
日
露
望
者
じ
て
い
る
。
ほ
か
に

も
内
品
け
そ
し
て
い
た
だ
く
よ
ヨ
翠
万
人

5
5
Eは
た
し
か
で
し
ょ
な
っ
た
襲
撃
さ
ん
も
、
六
日
む
パ
削
教
授
、
乙
ん
ど
の
大
合
室
豆
諸
藤
…
父
光
客
室
で
柔
道
学
識
が
言

む
と
と
も
に
、
部
会
事
加
で
き
る
う
。
県
内
き
あ
長
官
警

Z
V
I
E展
望
加
し
ま
す
。
一
地
代
表
で
出
場
、
選
手
芸
落
語

j
…
受
け
、
少
年
部
一
ヱ
ー
要
大
学

書
官
有
名
な
伊
平
塚
七
夕
ま
つ
飾
り
に
品
り
ま
し
ょ
う
@
年
も
一
訴
の
問
5
吾
万
円
と
い
喜
七
夕
総
お
ど
り
パ
レ
ー
ド
な
ど
そ
量
観
光
客
の
た
め
、
神
奈
中
パ
ス
の
呂
七
夕
ま
つ
り
を
側
っ
た
と
い
う
委
長
で
あ
る
。
日
米
左
京
一
一
干
名
を
指
導
。
切
る
い
性
格

は
昨
年
の
苦
い
経
務
を
反
省
し
国
道
一
号
綿
を
中
心
と
し
た
再
開
盾
街
ヂ
一
フ
ッ
ク
ス
な
も
の
の
ー
っ
わ
さ
も
聞
か
し
て
、
市
民
参
加
の
お
ま
つ
わ
J

ド

し

よ

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

一

と

、

問

鉄

で

も

期

信

総

翠

時

代

ば

す

り
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カ

1
婆
烹
…
滋
，
一
と
課
程
一
指
理
ぶ
の
が
込
霊
桑

草
く
か
る
商
工
会
議
室
会
議
一
の
竹
部
の
は
、
白
ア
重
ね
る
室
長
れ
、
管
付
け
の
準
君
最
終
段
階
に

5
と
努
金
工
い
ま
す
c

中

七

夕

臨

時

重

喜

本

ほ

ど

痛

警

清

潔

な

環

境

で

側

っ

た

か

、

露

中

毒

校

に

入

つ

…

会

…

号

、

議

護

白

露

も

あ

っ

箆
ど
一
白
話
相
主
主
進
出
量
索
、
今
模
突
き
ミ
昔
、
そ
の
豪
雪
言
誤
っ
て
い
ま
う
で
す
。
な
お
今
年
は
、
事
ま
つ
り
期
間
中
せ
る
予
告
し
て
い
ま
す
。
平
塚
市
青
母
国
協
雲
判
長
室
蹴
で
か
白
良
一
兄
の
す
す
め
予
平
選
手

B
I
l
i
-
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F
o
警
は
、
試
合
が
あ
る
去

年
は
第
一
一
十
四
回
と
じ
て
従
来
日
毛
D
さ
に
H
日
本
一
H

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
一
方
、
一
般
宅
地
の
富
に
、
牽
の
七
月
再
の
臼
総
日
が
、
た
ま
た
ま
)
方
観
光
パ
ス
や
マ
J

ヵ
ー
に
よ
る
閣
議
一
等
融
合
中
心
に
自
主
的
な
持
~
泌
総
始
め
た
。
在
学
中
晶
一
北
海
道
路
校
大
舎
に
閣
に
ま
で
戸
空
ゆ
く
と
い
う
熱
の
入
れ

市
自
主
催
高
轄
す
る
こ
と
に
な
り
、
も
の
で
す
。
大
き
な
ク
毛
に
長
良
口

γ
織
女
の
径
一
物
語
幻
患
い
出
さ
せ
参
議
院
議
員
選
の
謹
一
山
日
と
重
な
っ
見
物
吉
道
み
え
る
も
の
と
思
わ
れ
活
動
を
1
ぞ
い
ま
す
。
一
般
男
長
側
語
、
一
…
一
段
レ
与
奪
三
丘
兄
皇
室
っ
方
だ
け
に
、
今
回
白
露
は
全
容
浮

τ

期
間
も
七
月
五
日
か
ら
九
日
ま
で
の
五
議
し
、
そ
れ
に
す
て
の
時
々
の
話
題
を
ぞ
れ
る
事
ノ
な
司
会
議
り
を
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
主
手
管
理
ま
す
の
で
、
雪
崩
問
中
笑
ね
な
交
子
守
事
実
持
容
の
う
ぺ
ぜ
糊
て
東
京
教
育
大
に
入
学
、
同
大
ぷ
ュ
タ
の
宮
ひ
ょ
っ
。
早
〈
も
す
ン
ピ
ッ
ク
で

口
封
翌
日
決
一
定
さ
れ
ま
し
だ
織
り
一
込
ん
ど
飾
品
け
な
さ
、
富
見
通
と
、
小
さ
い
な
内
ら
も
な
に
か
心
霊
会
で
さ
ま
ず
聖
断
す
ま
せ
て
官
製

2
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7
c
g
Zく
言
ぃ
。
側
ー
と
じ
て
活
躍
、
一
一
一
十
八
霊
草
案
の
活
躍
が
期
持
さ
れ
て
い
る
。

七
夕
ま
つ
り
む
魅
力
版
、
な
ん
と
い
一
一
言
数
十
万
人
を
↑
教
え
る
見
物
客
白
書
た
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
か
ら
震
工
て
Fろ
っ
て
主
義
宅
し
ま
事
室
否
定
、
平
長
堅
守
七
月
七
日
比
前
一
存

LU時
半
聞
道
芸
律
事
中
登
板
員
勝
、
空
t
年
身
長
百
七
中
八
セ
ン
チ
、
童
九
十
キ

勺
ず
し
も
約
燭
(
け
ん
ら
ん
)
豪
車
な
竹
を
楽
し
ま
せ
懸
i
さ
せ
て
い
ま
す
O

A

守
七
夕
ま
ワ
り
急
円
委
員
会
で
は
、
こ
し
よ
う
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と
呼
ぴ
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け
て
い
ι
ま
す
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所
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暴
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日
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と
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}
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を
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を
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す者渓相談窓/市役残 (22)
}車総揮相談・弁護三二 毎月第 3火磯田砂 13時~16時 C人数削除'J)

人擢浪部お談。人権潜在護主主只・ 7 月は七夕のため13日土曜日。 13時~16時

行政苦情相談・行政相誌民 o 7月は七夕のため13臼j二臨目白 B時時

主筆記相談・笥法書土・毎月第2金曜日~I;ì時~16時

宅地建物相談 a 弁護士・毎月第 1 金j甚日 '13侍~16時〈人数倍民旦有〉
心配むと相談・民生委員・主草月第 1 、第 3 月曜日 e 自時~15時

高齢者殺業相談・県社会福祉協議会織員ー毎週水寝臼・ 5i盟め徐< 010時~16時

発日耳考笑 f特許〉本官談 a 弁連土'毎月第 2適gの月曜日ー 1器時~15時

下籍取車協E韮あっせん・興工業振興会職罵 e 毎月第 3 木曜日 13時~16時

消費生活相談・務費生活コジすん点ジト s 毎週刀司寵尽・ 10持~15持

教育研究残務談窓
教宵相談・教育研究所職員@月綴臼を徐〈傍白. 9 符~1部寺

。受付時簡の緩いて晶るもの以外{対自覇軍務総時総tJ、b受 付

くださ
事毒殺事務所相談愛

母子相談"母子相談開・平目、百跨~151lBO分砂常設

家庭児窓相談，家庭氾整担談員・平日、 9時~訪問ー常説

務少年幸苦言葉室/湾少年E車内
青少年相談，青少年沼談員・平日、 9時~IG時・常設

嬢E号線談窓/潟湾総区行紋センヨ-(22) 2711ft 
教育相談・窓i毘月'ポ・金・土曜 fl 吉時~17f時
交通事故相談・毎週水躍日場 10時~16時 (8 時半受付〉

宅勉強物穏談・毎月第1金ー 10時"-16時 日 時 半 受 付 期i摂有3
i法津本百談，銭月第 2、第 3 ，第 4 金種目・ 13持~16時

(8時半受付人敬柑A固有〉

内職相談・低温少く盟弘二木曜白。自時~16時
高齢者職議恨談 e毎月第1、第3/永官富田.10時~16時

も
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エE 後

180，00G円
180，0001'3 

(j)老人扶養親校〈年齢7C歳~上

の者で障 室者に該当しないも

の) 1人につき 160，000丹
①モの簡の扶盤続絞1人につき

140，00C円

G!:配偶者がない場合②のうち 1
人だけにつき 160，00C円

〈主主事答者1人につき 130，OC円

③持毘級主主写吉 1人につき

160，000FS 

納民高自身がのひとつに該当

するとき

130，000円

改言古

160，000fIl 
150，000fTJ 

①と人扶蓋親族〈年齢70歳L上

の苦で障答者に該当しないも

の) 1人につき 140，OOOFj 
③その他の扶主主視を詫1人につき

120，000FJ 
①配偶者がない場合②のうち 1

人だけにつき 140，00019 

(j)障害者1人につき 120，000f弓
③特~I陸宮茸畠 1 人につき

1，10，∞D円

120，000円

所得かちω，0∞F弓まさ

E給う収入777，999円まで〉

所得が'430，000FSまで

く給与反入667，99宮内まで〉
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ヲ師、

弘明

E組合に加入するとつぎの符災があります3

1、府持u呂合に事務額補助金が交付される

2、和税組合の設立には設立構助金7引交付される

3、加入者には、組合に加入育成金が交付される

※その他、詳し〈は税務部収納諜まで

王子塚市@
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落
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ン
グ
ハ
で
す
。

ごみをくだ〈大ぎな騒音も、このニ重量

ドアのおかげで外にもれる心配がない

時
え
な
い
ご
み
の
出
し
方

φ
指
日
九
日
、
指
定
場
所
以
外
へ
は

出
え
若
い
よ
っ
に

A
V
ジ
ュ
ー
ス
の
空
か
ん
、
笠
ピ
ン

は
議
仁
入
れ
て
散
乱
し
な
い
よ

う
に

@
長
い
も
の
は
、
一
・
五
M
M
以
下

に
切
っ

τ

A
V
惨
九
一
る
も
の
は
A
最
の
む
み
と

い
っ
し
ょ
に

※
大
最
の
庭
木
の
刈
り
込
み
ゃ
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
相
脂
類
な
円
発
火

し
や
す
い
も
の
は
、
扇
hJ山出環昆

祭
事
訳
(
議
幻
・
ヱ

δ
一O
内
融

ニ一一九
V

へ
お
た
す
ね
を

竹

v
安
八
中
援
の
ヒ
ュ
ー
ズ
紋
白
持
軍
え

東
京
憶
力
で
は
、
む
希
望
K
よ

醐
り
一
実
一
朝
を
含
め
た
曜
理
弘
前
回
国
会
や

陽

電

dmを
安
全
に
絞
道
的
に
僅
?
っ
た

〈
あ
な
た
に
も
で
き
与
修
理
由
め
の
篭
宗
教
宰
夜
ど
圭
一
無
判
竹
之
灯

A
・
B
-
C
V

っ
て
い
$
阜
市
y
。

コ
・
ド
、
ス
イ
ッ
チ
と
配
綿
器
町
内
晶
、
掃
人
会
な
戸
飴
偉
で

異
や
電
気
器
具
な
い
Y
暮
し
め
中
で
帯
胡
草
ぎ
れ
る
方
は
、
平
塚
、
百
長
所

起
さ
や
故
告
の
う
ち
、
ど
な
た
で
に
一
連
科
し
て
い
た
戸
ほ
れ
ば
、
係

も
直
せ
る
も
の
が
少
く
あ
り
ま
せ
員
が
桔
談
に
明
い
主
ヲ
。

ん

。

・

平

域

醤

業

所

見

付

同

一

j!?
五

マ
コ
ー
ド
、
ス
イ
ソ
チ
白
取
替
え
(
電
話
泣
・
}
九
一
一
…
内
鯨
ニ

ヤ
プ
ラ
グ
、
電
戸
白
河
野
鳥
類
の
簡
単
窃
C
U

な
僻
謹

-相談内容経営全般ぐ金融、経営、税務、労務、

情報、金磁の受け付け) .答える人中小企業診断

士神保昇税理土吉誕勝之その他



郵
便
局
だ
よ
り

弘
明
ご
で
悶
阻
害
総
で
は
、
壱
由
罷
史
を

写
真
中
ポ
ス
主
1
、
パ
ン
フ
レ
y
ト、

ジ
ー
ん
や
セ
ロ
テ
ー
プ
で
封
を
す
る
が
切
れ
た
D
ず
る
お
そ
れ
が
で
で
く

例
を
み
つ
け
る
が
、
つ
ゆ
ど
去
に
は
る
。
ま
た
、
荷
手
3

れ
が
し
で
ぷ
気

と
れ
ら
の
ジ
1
ん
嘱
は
は
が
れ
や
す
が
あ
る
品
物
の
汁
が
こ
ば
れ
た
り
す

い
む
で
さ
け
て
一
ほ
し
い
。
与
と
、
他
の
小
包
に
法
巧
を
か
け
る

門
わ
か
り
や
す
い
長
札
と
大
捕
の
郵
こ
と
に
な
る
。
つ
ゆ
「
主
の
小
包
心

安

訟

を

}

旬

刊

誌

、

ぬ

れ

て

も

破

れ

な

い

よ

コ

つ
ゆ
言
語
郵
便
物
が
雨
に
ぬ
士
山
く
な
っ
義
九
は
、
昭
L
ぬ
れ
仁
レ
て
い
た
だ
き
た
い
。

れ
た
白
、
沼
気
に
お
か
さ
れ
や
す
く
る
と
誌
4
に
〈
ぐ
な
る
こ
と
が
あ
る
門
暴
中
見
韓
状
在
ど
っ
ぞ
}

な
る
。
大
切
な
毒
物
量
一
や
湿
気
官
、
で
い
も
の
に
坂
白
替
λ
、
会
も
七
月
一
一
日
か
ら
、
全
閣
の

か
ら
守
る
た
め
、
郵
便
局
で
は
、
利
町
名
、
番
埼
豪
族
会
員
白
名
前
を
務
官
世
田
周
予
嘉
中
見
舞
は
が
き
が
持
充

用
者
の
み
な
さ
一
ん
に
次
の
点
に
つ
い
は
っ
き
わ
と
わ
か
D
主
主
、
韓
い

τ
き
れ
る
予
定
甘
い
あ
る
。
用
者
一
中
見
舞

て
協
力
し
て
い
た

}
p
b
p
h
Z
S
F
軍

F
h
;
i
?
h
e

は
が
き
は
、
昭
和

だ

く

よ

会

話

つ

耕

、

郵

麗

韓

民

謡

が

一

一

十

重

さ

げ

て

い

る

。

一

一

-

;

d

j

w

-

i

j
宅

4

「黒山
γ

一日u
持
吋
特

門

あ

て

名

は

は

。

あ

て

名

は

に

じ

ま

な

い

も

の

で

到

は

が

さ

」

と

し

き

り

と

〕

で

売

り

出

さ

れ

た

。
仁
じ
ん
だ
り
、
散
っ
た
り
し
な
い
ほ
し
い
。
郵
便
廷
摘
は
、
最
近
部
使
白
が
始
ま
り

Jq
以
決
旧
日
い
よ
知
行
さ

よY
つ
な
も
の
で
一
持
く
。
物
が
大
強
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
れ
て
い
る
勾

⑦
特
に
鉛
筆
や
カ
ー
ボ
ン
紙
玄
寄
い
で
き
る
だ
け
大
き
な
も
白
を
一
鍛
え

τ
い
ま
ま
で
は
暑
中
間
見
舞
は
が
ヌ
め

た
も
の
は
、
読
み
に
く
く
な
る
か
b

ほ
し
い
。
す
で
に
轡
え
つ
け
め
受
語
表
一
拐
に
は
、
有
笠
間
家
の
講
に
よ
る

な
る
べ
く
さ
け
て
ほ
し
い
。
が
あ
る
場
合
に
は
、
需
が
吹
き
つ
げ

H
掠
桃
野
一
号
ム
ず
れ
る
玄
白
風
物
H

が

①
あ
て
名
は
町
、
丁
目
、
養
地
ま
で
た
D
、
し
み
乙
ん
一
た
eJ
し
て
も
蔀
使
淡
色
で
印
刷
ざ
れ
て
い
た
が
、
今
牛

正
し
と
は
っ
き
り
と
欝
い
て
ほ
し
物
が
ぬ
れ
な
い
よ
主
持
検
し
て
お
発
行
白
も
の
は
、
従
来
ど
お
り
の
淡

い
。
特
に
槻
惑
坊
や
宰
議
号
な
ど
一
潟
乙
っ
。
色
の
も
の
と
品
色
調
り
の
鰐
邸
な
国

持
主
も
お
忘
れ
な
く
。
公
認
の
包
廷
は
し
っ
か
り
ふ
の
も
の
二
種
類
を
発
指
ナ
ス
相
手
一
令
M

門シ
l
ん
で
の
封
は
さ
け
よ
っ
}

A

V

d

の
包
装
が
不
完
全
な
も
の
は
好
み
に
応
じ
て
求
め
て
い
た
だ
く
よ

蹟
己
匂
白
D
で
封
か
い
す
る
代
り
に
ぬ
れ
た
時
包
裂
が
破
れ
た
担
、
ひ
も
う
に
な
っ
て
い
る
。

<"'.，通B

へ
き
て
ほ
し
い
。
怠
豊
田
町
ヤ
点
)
控
V
聾
し
い
喜
一
日
零
盟
交
忘
袋

二

み

掘

削

す

Y
ケ
イ
高
川
原
千
家
J

民〉

マ
グ
ル
ー
プ
す
i

ク
ん
受
歓
会
A
親

a
6月
ゆ
弓

8
月
初
日
叩
同
時
部
分

県
立
警
少
庫
会
館
で
は
、
今
月
も
控
訴
合
E
事
レ
品
目
い
V
6月
四
日

f
m時
泊
分
:
勤
労
女
子
青
羊
冥
U

次
の
行
事
を
一
計
思

1

5
5言
震
8
7ェ
ス

デ

イ

ず

レ

内

勤

労

温

室

白

予

5
6
1
3
3
3

ノ
ノ

少
年
、
}
般
市
民
.
さ

1

9

自
の
つ
ど
い
A
亙

の

き

完

ま

で

勤

労

青

年

対

象

に

7
月

加

目

的

ヤ

Y
グ
ブ
ェ
ス

広

く

利

用

す

る

よ

チ

ィ

パ

ん

V
ダ
ン

う
呼
び
か
け
て
い
る
。
〈
臼
〕

mw時
1
日
時
グ
ル
ー
プ
世
ス
、
卓
球
、
パ
P
ミ
y
ト
ン
、
額
暮

次
白
傍
シ
山
u
m

り
へ
の
参
加
な
務
翠

1
ク

ル

合

員

・

7
月
初
日
ハ
土
白
日
時
f幻
時

重
県
立
烹
系
金
館
ヤ
鋤
く
若
い
女
性
議
庖
A
事
レ
方
議
勤
労
章
一
一
吉
入



さん (36)と辛子さんて33)の長男

現在9か月で、身長73"、品重10.3キロ
←哉ちゃんには5年主主的真夜五美ち

ゃλと 3釘のあゆみお姉ちゃんが

いるが、 8つも年か離れているため

許児勉強のや白なおしと、お母さん

は大変。女子きなものは自動車とメロ

シ、それにお財ちゃんとボ ノレ遊び

をすること。誕生日は48年 8月初日

27B :r与イく王ル九l 平塚市民病院

28日 制 司令 ミ八 括公 民館

※あて公

29臼 ヰ 主々 に令 自公 民熔

[9月3
17日
18日
19日

円三ミ

沢井辛子

最初頭俗雲言と綴

出演 e仲谷昇、西沢月初日J

石田太郎、三谷昇

沢井辛子、至宝田霞

堅幹込み

議移住デ品i上勤労青少年fJl計

象で、往復はがき古市青少

年課へ

午静J習置了喜一1

。喜男2童話
午後 1 時~3時

。事汚鶴自

午 前9時半~午後3時

・謹格市内幼、ノム、中学'主

・注意①水彩、クレヨン、

クレパス』こ限る。②商用紙

は会場でさしあげるが、写

生岡県〈えのぐ、阿絞)I土

持要参ずるcr.応募会場で受

宇fげる

。露月霊童昂

午後 1 時~4時

。事月事喜怒

午前号時単~午後 A時

空宮

，. 19B 大野公民館

d- 20日 旭公民主宮 ※こと沢題協

? 21臼 須 賀 公 民 館 民 松 原 公 民

館

t 24日平塚保健所

7月初日 花水公民館

v 11日平塚市民街路

(2@1め〉

告月17白 金 自 公 民 館 芦 羽 崎 公 民

安宮

ρ18臼神田公民!!fl

fr 19回中原公民館

，t 24自 民金田公民館

.. 25B 戸曙公民営宮 〉く域防公民

艶

#-' 26巨大野公民館

ρ271ヨ加公民館封土沢鰻協

ρ28日 須 賀 公 民 館 誠 松 原 公 民

宜自

平塚探健所

花水公民館

平塚市民間l記

? 27日(;f:コ
7月 4B C京コ
ク 11日仁二木〉

? 12臼 f金〉
1" 18白 C本コ
ク 25日ζ京〉

g月 1B (木〉
". 8沼仁木つ

，y 96 亡金〉
タ 15日 Eフ伏〉
d' 22日仁対()

9月 5臼仁木3
l' 128 Cオミコ
d' 13日〈金〉

ク 19臼仁木〉

治沢公民清官

金田公民館

土壁公民館

市街すγB会議室主

塁菱自公認館

金自公民館

誠島公民館

構内E湿地集会場

市役所B会議室歪

乱軍窃公民館

吉沢公民館

金限公民館

土E謹公民館

市役所B会議窪

盟国会直談宮

初めて妊娠された万のために、妊

婦・出産・育児に対しての不安をな

くし、白憶がもてるように主毎週月

曜日母親救護を企図しました。

霊霊 7月の日程

71'11日 妊娠の生理・衛生、妊紋

中の栄聾

-? 8 f-j 分腕の経過と産揮秒間生

理、入院の摂備、精神予

s}jl屯魚訴苓分暁

タ 15臼 赤ちゃんの衣類、軒主主沼

¢扱い方

。22臼 話、ちゃんの育て方、家族

計画

期場所 市役所B会議案主主

手時間咋懐 1f1iT3C分時まで

・持苦ナるもの母子f建設手帳、軍

込キ 電話カ斗土がさ芭市保jj]l衛

生源保奴指手主将へ。乞註話 (22)
17∞ 内 縁231 位 浅間]自j9番

l号

マ門六円いふどっ門~'"ちえ 5 苧珪m瓦￥栄もみ、同予邑そるイい fちにつ A

李会ぷ語;荒立訟謡ZZえ予言主℃食す
るノレ長〕マ y 、 格自なち 1みつモ制 砂

七 ト i 魚パ -E~i '"るよスなたつ百!3
の 1天介 スむン五金。つでれ。神 月

42ヨ語 五三40ζ と晃車 警 f~ V 
ヨ 作 口 留 ふイち 離 か斡の すり
点'0 lJ二二 き、ふ エヱ δ 長:7 '0購
]方! へ入

芙} 欝額鱗轄嬢欝機鞠轄機緩額安易
務護主=lliI>ぞ.'"とみニ端接ごと媛義富磐ベ是認援室哲吉援瀦

にから欝融緩蹴ぷ製品品怒ぷ縁結露綴品ぷ灘お高護費マ E長(サ
ボいヲh畿銭麗務務職務欝臨終盤錨畿勢務摺接種融腹欝離縁畿雛録作おみジ

ツ料け りざじ一二
一理るるテ て①悶〉しんし、 iJ， .~コ方問ん杯
1 のが， lJ主マ品評ぼ智ぽふきにむ分官、

持i宗主主千妥結5E25号主主高実2
。ぷ話選管子吾妻をEi辺完主主喜 芸高
用ょににスま一切'"<: 1]でガての長 一
の 5は 仕 は ぜ 絡 る む オ て も さ 的 ? じ 杯パ
壬な上とオミるにぷは気みつい理主ん 、セ
前世主かi3' y 。し叫胞をむくしと1f!J た 旦



し
保
管
レ
て
い
る
。
お
心
当
一
一
り
の
お

ば
市
行
政
課
へ
。

相

v
グ
-
ブ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
智
沢
l
ト
一

山
百
五
。
一
体
(
さ
問
問
・
一
一
ペ
福
一
・
六
M
M

外
側
ク
3
1ム
色
、
内
側
マ
2
ン
ブ

ル
i
、
船
首
に
M
M
網
打
あ
p
o

ト
同
原
市
で

器
入
思
オ
イ
ル

h

は
、
海
岸
白
波

打
ち
時
間
に
漂
流
J
Hて
い
た
二
百
リ
ラ

ト
ル
缶
入
担
普
霜
オ
イ
ん
を
拾
揮
し

建
国
し
て
い
る
。
お
心
警
の
方
は

市
行
政
諜
へ
。

hν
記
念
「
灯
事
を
務
揮
す
る
@

管
ヘ
ラ
ブ
ナ
約
大
会
@
7
月
民
日

午
前
7
校
十
か
ら
午
後
2
時
ま
で
，

季
加
斜
一
千
一
弘
日
必
(
足
立
3
U〉

叩
込
み
泣
先
着
白
名
も
択
一
一
に

マ
ニ
ジ
マ
ス
幻
穴
〈
(
で
7
月
お
け

午
前
叩
陪
半
か
ら
午
後
は
時
ま
で
。

参
加
料
大
人
一
一
千
向
、
小
人
一
平
山
内

申
込
み
は
児
誘
ニ
5
名
ま
で
。

市
教
育
し
与
え
ら
れ
る
と
、
そ
れ
が
対
必

禁
設
と
な
っ
て
、
己
主
は
ア
メ
が
欲

一
揖
は
し
い
と
き
「
ア
メ
」
と
い
っ
て
安

ま
わ
p
白
人
の
口
真
似
か
ら
は
じ
求
す
る
よ
r

つ
に
な
灼
ま
す
。

ま
り
ま
す
。
こ
ど
も
が
マ
I
マ
i

次
に
、
「
ア
メ
ち
ょ
う
だ
い
」

等
と
声
を
だ
し
て
遊
ん
で
い
る
時
と
い
う
こ
と
ほ
か
辺
お
り
の
人
が

母
溺
が
「
マ
マ
?
マ
マ
よ
。
」
と
使
っ
て
い
く
と
こ
ど
ち
も
真
似
て

話
し
か
げ
た
b
、
貴
べ
物
会
与
え
ア
メ
が
欲
し
く
ヰ
る
と
「
ア
メ
」

な
が
ら
「
マ
Y
マ
」
レ
ζ

と
り
認
し
だ
り
で
な
く
二
ア
メ
ち
ょ
う
だ

話
し
か
け
る
う
ち
に
、
次
第
に
い
」
と
い
三
一
語
文
も
魚
?
っ
長
フ

「
マ
マ
」
、
あ
る
い
は

-
2
-

ご
一
一
審
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

「
マ
ジ
マ
」
と
い
う
こ
牛
上
ノ

ζ

、F
う
に
こ
ど
ち
が
こ
と
ば

と
ば
を
お
ぼ
え
ま
す
。
減
計
弘
プ
弘
の
レ
パ
ー
ト

DiE

そ
し
て
、
は
じ
め
は
車
二
一
円
一
戸
年
続
げ
て
い
く
土
で
ま
わ
り

な

お

己

と

ば

の

震

に

一

訪

れ

の

入

、

特

に

議

室

す
ぎ
な
か
っ
た
も
む
が
務
~
ペ
れ
い
が
切
な
こ
と
ば
の
刺
激
が

身一絞り
JF仲
っ
て
勾
回
一

i
ヨ
ニ
豆
大
切
で
す
。

も
く
り
返
し
ヲ
え
ら
れ
る
う
ち
に
こ
、
一
一
一
穂
墳
に
な
る
と
ー
か
な

そ
の
湯
に
合
っ
た
適
切
な
こ
と
ほ
り
多
く
の
こ
と
ば
を
身
に
つ
け
て

沙
使
与
。
よ
ラ
に
な
り
ま
す
。
き
ま
す
。
と
き
に
は
お
ど
月
ど
程一

こ
ど
も
は
、
は
じ
め
て
白
こ
と
長
い
丈
を
い
っ
た
り
、
お
欠
な
ぴ

ば
す
む
広
く
用
い
ま
す
。
例
え
ば
た
こ
と
は
つ
か
い
佐
し
ま
す
。
し

「
マ
ン
マ
」
と
い
う
平
忌
砧
は
と
か
し
、
ま
だ
う
ま
く
護
請
で
実
子

は
ん
ほ
か
b
で
な
え
お
か
し
ゃ
に
D
ン
ゴ
を
ク
イ
ン
ゴ
と
い
っ
た

貴
べ
る
と
い
ラ
一
時
作
に
ま
で
使
い

D、
綾
永
の
発
達
が
未
熟
な
た
め

ま
す
。
し
か
し
、
手
の
う
ち
に
C

に
「
あ
し
た
」
を
「
き
ょ
う
」
と

ど
も
は
間
じ
マ

y
マ
で
も
む
は
ん
い
っ
た
り
、
こ
と
は
を
パ
ヨ
パ
ラ

と
プ
メ
は
ち
が
う
と
い
う
こ
と
に
に
並
べ
て
特
異
な
こ
介
ぽ
雪
作
D

気
づ
く
と
、
そ
の
ぶ
り
が
い
そ
一
表
わ
ま
わ
り
り
ふ
な
苦
笑
さ
せ
ま
す
。

す
た
め
L
習
し
い
ζ
と
ば
ケ
必
姿
。
軒
両
同
砕
究
携
で
は
ζ

ど
も
を

と
し
て
き
ま
ず
。
そ
ん
な
時
に
、
育
て
る
し
ょ
す
で
の
相
談
を
受
け
付

今
度
は
「
プ
ど
と
な
む
は
ん
」
け
て
い
ま
す
。

T
F
J
L
(
む

と
い
う
ア
新
し
い
こ
し
rぽ
が
去
り
辺
一
一
一
千
五

υ

鶴巡回臼穣 6月210C金コ、 c工〉東海大

学/2'1日く月〉共栄工芸是

←一一一一<>一一ーや一一一一

。<>ご協力品担がとうございました<><>

f工嗣高校JRC134宜、日産yニ}許担問販売四本

田容単位 2C宮本、大東イι学 54ヌ位、ノペイロ y ト

本
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